
　

　　　　　

★被災地でのボランティア活動について
「夏休みを利用して被災地でのボランティア活動に参加したい」という社会人や学生のみなさんから、たくさんの声
をいただいています。被災地での活動については、みえ災害ボランティア支援センターが、定期的に岩手県山田町に
ボランティアバスを派遣しています。申し込みは、みえ災害ボランティア支援センター及び四日市市ボランティアセ
ンターで受付をしています。
　詳しくは、四日市市ボランティアセンターまでお問い合わせください。
　なお、詳細は下記ＨＰからもご覧いただけます。
　
　・みえ災害ボランティア支援センター　http://mvsc.jp/
　・四日市市ボランティアセンター　　　http://yokkaichi-shakyo.or.jp/home/10/

★財団法人　大和証券福祉財団 第１８回（平成２３年度）ボランティア活動助成

応募資格：ボランティア活動を目的とした団体・グループ（申し込みに際しては、社会福祉協議会・共同募金会
　　　　　などの推薦を受ける必要あり）
　　　　　※第１５回（平成２０年度）以降に当財団の助成を受けた団体・グループは、本年度の応募対象外。
応募内容：特に在宅高齢者、障害児・者、児童問題などに対するボランティア活動。
助成金額：１団体あたり上限額３０万円
対象期間：平成２４年１月～１２月の活動に対して助成

※詳細は、９月１２日（月）までにボランティアセンターへお問い合わせください。

★講演会中の託児

＜三重通研四日市地域学習会＞

主　催：三重県手話通訳問題研究会
日　時：平成２３年９月１９日（月・祝）
           ９：３０～１２：３０
        　※９：３０に３階会議室１・２に集合。
　　　　 交通費（1,000円）は主催者が負担。
場　所：四日市市総合会館　３階療育訓練室
締め切り：９月１５日（木）
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＊『ボランティアのたまご』に関する問い合わせ・申し込みは、ボランティアセンターまでお願いします。
＊『ボランティアのたまご』を掲示していただける場所や、置かせていただける場所を募集しています。
　心当たりの場所がございましたらご紹介ください。
　ボランティア活動をはじめてみたい人、ぜひボランティアセンターまでお問い合わせください！
　四日市市社会福祉協議会ボランティアセンター　住所　〒５１０－００８５　　四日市市諏訪町２－２
　ＴＥＬ　０５９－３５４－８１４４　　ＦＡＸ　０５９－３５４－６４８６　　E-mail   y-vc@m3.cty-net.ne.jp

「ボランティアってよくわからない」という人も参加OK！一緒に自分にあった活動を見つけていきましょう！
　　　　日程：　９月　６日（火）10:00～11:30　　　　　１０月   ４日（火）10:00～11:30
　　　　　　　　９月１５日（木）19:00～20:30　　　　　１０月１３日（木）19:00～20:30
　　　　　　　　９月２４日（土）13:30～15:00　　　　　１０月２２日（土）13:30～15:00
　いずれも会場は四日市市総合会館2階ボランティア活動室です。参加ご希望の方は事前にボランティアセンターま
でご連絡ください。
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★お祭り中の託児

＜第２３回四日市手話祭＞

主　催：四日市市ろうあ福祉会
日　時：平成２３年９月２５日（日）
　　　　１０：００～１６：００
　　　　※９：３０に２階障害者団体事務室に集合。
　　　　　交通費（1,000円）は主催者が負担。
場　所：四日市市総合会館　２階障害者団体事務室
締め切り：９月１５日（木）

お問い合わせはボラン
ティアセンターまで

７月２８日（木）に四日市市文化会館でおもちゃ図書館まつりを開催しました。０歳児～小学校低学年位の
子どもとその保護者計３１９名にご参加いただきました！
今年は、新たに人形劇「おむすびころりん」を上演しました。子どもたちは、おむすびが転がっていく様子
を見ながら「おむすび～」と指差して大喜び！みんなで声を合わせて「おむすびころりんすっとんとん」と
歌い、親子で楽しんでいただきました！

他にもたくさんのイベントコーナーがありました。参加している親御さんからは、「四日市市総合会館でも活動
しているんですね。また行ってみます！」という声もあり、日頃のおもちゃ図書館の活動を知っていただく機会
にもなりました。

毎年魚つりコーナーは大人気！
「釣れたよ～」という子どもの
声にお母さんもニッコリ！

子どもにも簡単につくれる紙飛行
機！「こうやって折るのよ」とボ
ランティアさんと一緒に子どもた
ちも一生懸命！

「うまくくっつくかな～？」
もう一回挑戦！

おむすびが穴の中に・・・
どこにいったかな？

四日市市消防本部（各消防署）が主催す
る各種救命講習で、心肺蘇生法、AED
の使用方法などの指導をしています。

　定期普通救命講習を見学させていただきました。心肺蘇生法やAEDの使用方法など
を参加者の反応をみながら一つ一つ丁寧に指導しているボランティアさんの姿がありま
した。最初は緊張した様子だった参加者も、気軽に質問したり話ができるボランティア
さんがすぐ隣にいることで、講習を終えるころには笑顔になっていました。技術的な指
導はもちろんですが、その場を和ませる役割も自然と担っているのだと感じました。
　この会は、一人でも多くの人に応急手当の知識と技術を学んでいただき、少しでも多
くの命を救おうと活動されています。参加者が自信を持って帰れるように、相手の目線
に立ってわかりやすく伝えることを心がけているそうです。
　メンバーさんからは、「笑顔になって帰ってもらえたり、”ありがとう”という言葉
を聞くととても嬉しいんです」「活動に参加することが自分の自信に繋がっています」
とのお話を聞かせていただきました。
　参加者の笑顔をみられることや、活動を通して自分も成長できることがこの活動を続
ける魅力であり秘訣なのかもしれませんね。

　この会では、一目でボランティアさんだとわかるように、オリジナルのベストを着
用しています。ベストには四日市消防のマスコットキャラクター「ラブ」がプリント
されています。このベストを着るとボランティアとしての実感が沸き、気が引き締ま
るそうですよ♪


